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第Ⅱ部 基調講演議事録 

 

第１章：モバイルソフト・モバイルプログラム-インターネットプログラミング

の機動性と安全性 

 

・開催日 2001 年５月 30 日  報告者 米澤委員 

 

【米澤委員】 ご紹介にあずかりました米澤でございます。 

 今日は少しテクニカルな話になるのではないかという気がいたします。ですけれども、

私自身、いわゆるコンピューターソフトウエアをつくったり、その安全なつくり方の研

究をするなど、割と基盤的なことをやっておりまして、そういうものがどういうものか

というのも何となくあまり世の中に知られていない。知る必要もないということもある

かもしれないのですけれども、そういうことでありますので、少し、技術に近い話題で

お話をさせていただきたいと思います。 

 スライドの配付資料 16 枚、これはかなり抽象的に書いてあって、実はこの後に 20 枚

ほど、もうちょっときれいなのがあるのです。これをお話ししようと思うのですが、大

げさにいうと、特許ということですけれども、ある会社と、このソフトを世に出すとい

う話があって、レポートで印刷されてしまうと何となく心配なところがありますので後

の部分の印刷はしないということでお話しさせていただきます。 

 配付資料をみていただければいいと思いますが、ここでいっているモバイルソフト、

あるいはモバイルプログラムというのは何かということを、ちょっとご説明したいと思

図１：モバイルソフトウエア 

　■モバイルソフトウエア

　　◆「モバイル」＊

　　　・携帯電話を使って．．．（Ｉモードを使って．．．）

　　　・携帯・移動可能情報機器を使って．．．

×
　　◆モバイル「ソフトウエア」

　　　・ソフトウエア自身がネットワーク上を移動する

　　　・「モバイル」＊とも関係がある
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います。 

 いわゆるモバイルという言葉はネット社会では非常によく使われているわけですけれ

ども、モバイルの後ろに＊がついていますが、モバイル何とかと、いろいろな名詞が後

につく場合があります。その場合に、一般的には携帯電話、あるいはＰＤＡを使って、

それからもうちょっと進化すると、例えば自動車の中にあるカーナビがそのままインタ

ーネットにつながってどうのこうのと、そういうことが世の中で一番いま、話題になっ

ているのではないかと思います。ここで私が話そうと思いますのは、そういう携帯電話

を使ってどうのこうのということがメインではなくて、いわゆるソフトウエア――ソフ

トウエアが何かというお話もしたいと思うのですけれども、コンピューターソフトです。

アプリケーションといってもよいものかもしれません。それがネットワークの上をある

意味で動き回っていく、そういう世界のお話をしていきたいと思います。これは、携帯

を使ったモバイル何とかというものとも非常に関係してきますし、それをいろいろな形

でもっと強化していくというところとも関係します。 

 

ソフトウエアの類型 

 これも釈迦に説法といいますか、私が

こんなことを申し上げなくてもいいので

すけれども、ソフトウエア、略してソフ

トというと、普通、世の中で一般に使わ

れているソフトというと、音楽ですとか

ビデオですとかゲーム、そういうのをソ

フトと呼んでいます。もっと抽象的にソフ

トというと、知識とか、そんなところま

でいってしまうかもしれませんけれども…。それで、ここで私がネットワーク上を動き

回るソフトウエアというときにはそういう意味ではなくて、先ほどから何度もいってい

ますけれも、いわゆるコンピューターのプログラムのつもりでございます。我々、もっ

と専門的な呼び方をしますと、コードなどといったりしますが、ここで△がついている

図２：「ソフトウエア」 

　■「ソフトウエア」
　　◆「ソフト」

　　　・ミュージック、ビデオ、ゲーム　×　（△）

　　◆「ソフトウエア」

　　　・プログラム　　△

　　　・アプリケーションソフトもその例

　　　　　・その他、インターネットソフトウエア

　　　　　　　　　　　エージェントソフトウエア、．．．

　　　　　　　　　　　ウイルス

　　　・プログラム+データ　　○

3



 77

ものです。これでもちょっと違う意味なので、もう少し詳しくいいますと、ここで私が

この後、ソフトウエアといっているときの意味は、いわゆるアプリケーションソフトと

いうものに割と近いとお考えください。アプリケーションソフトというと、ワープロも

そうですし、表計算もそうです。もちろん、それを移動しても構わない。あるいは数値

計算のパッケージのソフトウエアなどというのも、移動させることです。 

 それからエージェントソフトウエア。エージェントというと代理人、人間の代理をし

てくれるところの、そういうインターフェースもありますし、人間にかわっていろいろ

な仕事をしてくれる、そういうエージェント、代理人のソフトウエアというのもありま

す。 

 それからウイルス。有用なものではなくて、逆に、非常に害であるわけですが、それ

も基本的にはプログラムです。これもネットワーク上を移動するわけです。いいか悪い

かは別ですが、これもプログラムです。 

 ですから、ここでソフトウエアといっているのは、アプリケーションソフトみたいな

ものとか、インターフェースソフトウエア、エージェントソフトウエア、あるいはウイ

ルスなども含みます。 

 

プログラム＋データ 

 もうちょっと技術的に正確にいいますと、ここでいうソフトウエアというのはプログ

ラムとデータ。プログラムというのは、いわゆる手続が書いてあるプログラム。それと

データが一体化している、そういうもの

だと考えていただくといいかもしれませ

ん。 

 それで、ここでいっているプログラム

＋データという話は、右側の方に絵が描

いてありますけれども、ここにデータがあ

ります。このデータと、それを取り扱うプ

ログラム、これがひとまとめになって、１

つのパッケージならパッケージ、あるいは

図３：プログラム+データ 

　■プログラム+データ
　　◆データとそれを使うプログラム

　　　は一纏めにして扱うことが多い

　　◆「使う」

　　　・利用する

　　　・管理する

　　　・守る
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カプセルのようになっている、そういうものがまとまって動く。 

 例えば普通のワープロソフトでも、あるいは普通の意味でのソフトであるミュージッ

クのソフトでもゲームのソフトでも、あれもやはりデータと、それを使うプログラムの

ひとかたまりなわけです。ここで使うといっていますのは、そのデータを利用するとか、

それを管理するとかも「使う」ことですし、あるいは、ある意味でそのデータを守る、

その守るためのいろいろなことをしてくれるプログラムを守るということも、データを

使う仕事の１つです。 

 あるいは、例えば音楽のデータの課金をする仕事も含まれます。ライセンスのことを

そこに含めておくと、そういうことは全部データと一体になっている、あるいはデータ

を管理するところのプログラムがやるということにも、部分的に既になっていますけれ

ども、そういうことがこれからどんどん進んでいく。 

 それで、ここでいうプログラムというの

は手続のつもりですけれども、手続とデー

タというのは、これはどちらもいわゆる

知能とか知識とか機能、そんなものを表

現しています。プログラムも知識を表現

するわけです。データも知識を表現しま

す。それからプログラムもある種の機能

を表現していることになりますし、知識

も表現しているのです。一般に、プログ

ラムとデータというのは二元的に異なるもので、非常に違うものだ、全く独立した要素

があるというようなものに思われているのですが、実はここにありますように、どちら

もほとんど相互変換可能で、データで表現したものをプログラムで表現することも可能

ですし、プログラムで表現したものをすべてデータで表現するということも、ほとんど

の場合可能です。ですから、相互変換したときどちらで表現しておくかということが効

率的なのかという問題になります。それはメモリの容量の問題とか、関連して転送速度

の問題とか、あるいは管理のしやすさ、プログラムを書く上での書きやすさ、書きにく

図４：プログラムとデータ 

■プログラムとデータ
　　◆どちらも「知識」や「機能」を表現

　　◆プログラムとデータの二元性（dichotomy）

　　◆プログラムとデータは相互変換可能なことあり

　　◆「プログラムの大きさ」/「データの大きさ」　（比率）
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さ、そういうところで、ある機能とか知識というのを、どのぐらいの割合のプログラム

とデータを使って全体を表現しておくかは、重要なファクターです。特に、ここでソフ

トウエアが動き回るというときに、どんな形で表現しておくのがいいかというようなこ

とは、後々いろいろと問題になります。 

 

ネットワーク上の移動 

 この辺も全く簡単な話ですけれども、インタ

ーネットに限らずネットワークの上の移動と

いう言い方をさせていただきたいのですが、ネ

ットワークというと、規模、その他によって３

つぐらいに大きく分類していいのではないか

と思われます。いわゆる地球規模の非常に広域

なインターネット、それにはＰＣがつながって

いたり、サーバーというようなものがつながっ

ている。それぞれの計算機の間の、ある意味の

距離が非常に遠くて、情報の伝達の時間的な遅れが無視できないような場合です。 

 それからＬＡＮの話というのは、もうちょっと局地的な、地球規模ではなくて、１つ

の物理的な組織の範囲内ぐらいのものでしょう。 

 それからもっと計算機の中に入った話になりますけれども、普通のワークステーショ

ンをタイトにつなげて、それを 1,000 台、2,000 台を合わせたもの、クラスターと呼ん

でいますけれども、そういうものをつなげたもので十分、昔のスーパーコンピューター

の能力を超える能力がありますけれども、そういうのがまた互いに密につながっている。 

 

図５：ネットワーク上の移動 

　■ネットワーク上の移動
　　◆「ネットワーク」

　　　・インターネットのような地域・地球規模のもの

　　　・LANのような局地規模のもの

　　　・密結合したプロセッサ集合
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広域分散計算の基盤ソフトウエア 

 これも少し余談になってしまうのですけれども、基盤的な広域のソフトウエアをつく

るときに、耐故障性ですとか、ネットワークでどの計算機とどの計算機がつながってい

るかというような状況で、それらの１つが壊

れたりするので、つなぎ直しとか、どことど

このリンクを張り直すとか、いろいろなこと

を考えました。最近ですと、後でもちょっと

出てきますけれども、つながるコンピュータ

ーの数が 100 万、1,000 万、１億というよ

うな形になり得るということがあります。 

 それから、ここに「ごみ集め」とあります

けれども、計算機のメモリーというのは、ど

んなことがあっても有限なので、仕事に使わなくなったメモリーというのは、その時点

でどんどん回収する。この回収の作業というのはソフトウエアで回収するわけですけれ

ども、これは非常に重要な仕事です――要するに、メモリーをリサイクルするわけです。

それをハードウエアでリサイクルするというのではなくて、実際に使っている計算機の

中の使用しなくなったメモリーを、またほかのことに使えるように再利用する。そうい

うのをごみ集めといいますけれども、そういうことがものすごく重要なファクターにな

っています。 

 

なぜ移動なのか？移動の利点 

 ここで本題に戻ることになりますけれども、なぜ、ソフトウエアを移動するのか。ネ

ットワークの上を移動する必要があるのか。移動するといいことがあるのか。いろいろ

な要素がお互いに相互関連していますので、申し上げる順番というのはあまりはっきり

したものではないのですけれども、大ざっぱにいいますと、まずソフトウエアが移動す

ることによって、全体の通信量、トラフィックが減る、あるいは減らすことができると

いうことがあります。これはなぜかというと、先ほどの、ある機能とかをデータで表現

するのか、プログラムで表現するのかと。非常に巨大なデータがあって、それを扱うと

図６：広域分散計算の基盤ソフトウエア 

　■広域分散計算の基盤ソフトウエア

基本的な耐故障性はもちろんのこと

ノードやネットワークの状態に応じたネットワーク

の動的な再構成

非常に多数（10＾3～10＾8あるいはそれ以上）の計

算ノードを用いた並列計算のための基盤ソフトウエア

動的なネットワーク上での数々の分散アルゴリズム

（ごみ集めや共有メモリ）などについて
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ころの小さなプログラム、それでデータ

を全部送るよりは、プログラムを送りつ

けるか、あるいはデータのあるところに

プログラムが移動して、そこで処理をし

た方が世の中にためになる、通信量が減

るというような、これは１つ大きなファ

クターであります。いくらネットワーク

を太くするとかなんとかいっても、その

時点ではある程度、高速道路ができると

最初は調子がいいのですけれども、必ずトラフィックはいっぱいになるというわけで、

通信量を減らす技術の研究というのはいつでもやっておかなくてはいけないです。現時

点でもそうです。 

 それから、自分が計算機を使っていて、別な仕事をほかの計算機に頼んで仕事をやっ

てもらう。頼むぞといっておいて、なかなか結果が戻ってこない、その間、ずっと待た

されて、自分の手元でやっている仕事が先に進まないために、その結果とか情報を待っ

ている、この待ち時間を減らしたいという、そんなことです。 

 また実際に、これは人間の世界でもあると思いますけれども、どこかに、物理的にあ

る場所に移ってみないと、なかなかみつけられない情報というのがあるわけです。遠く

から電話して、人に聞いているだけではわからなくて、やはり現地に行って情報収集し

てくるというようなことが、人間の世界でもあるわけです。それと同じことが計算機の

ソフトウエアの世界でもある。その人間に例えるところのソフトウエアが実際にその目

的の場所に行って、それでいろいろな情報をかき集めてくる。あるいは、そこで得られ

た情報を使って、また別のところへ探しにいく、そういうことが必要になってくる。 

 後で簡単な例が出ますけれども、物理的にそこに行かないとないような、ある場所に

移動しないと存在しないような資源というものが実際あるわけで、例えば前にもいった

かもしれませんが、天体望遠鏡が、世界で一番いいのが１つしかなくて、そこに行かな

いと仕事ができない。その天体望遠鏡を操作するプログラムを手元に置いておいて、そ

図７：なぜ「移動」なのか？ 

　■なぜ「移動」なのか？
　　　◆ネットワークを跨る通信量を減らしたい。

　　　◆情報の到着を待つ間、別の仕事をしたい。仕

　　　　事の負荷を分散したい（仕事をしながら）。

　　　◆移動しないと見付けられない情報を使いたい。

　　　◆移動先にしかない資源をきめ細かく／柔軟に

　　　　使いたい。

　　　◆料金が安いところで仕事がしたい。

　　　◆安全な場所で仕事がしたい。
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れで遠隔に操作すると、なかなかきめの細かい、しっかりした、やりたいことができな

いので、手元で操作のためのプログラムを、ソフトウエアをつくっておいて、それを天

体望遠鏡のあるところに送りつけて、そこでその天体望遠鏡のサーバーみたいなものと、

手元で書いたプログラム、ソフトウエアをその場所に移動させて仕事をさせる。その結

果を送り返す。 

 それから、あとは料金が安いところで仕事をしておきたいとか、安全なところで仕事

をしたいというようなことが、この辺も説明するといろいろ要素はあるのですけれども、

時間もないので……。 

 

移動の種類 

 移動の種類。ソフトウエアが移動する

移動の種類というのは、例えばダウンロ

ードする、自分の手元にソフトウエアを

どこかのサーバーから送ってもらう。こ

れはＡという計算機にあるソフトウエア

をＢに移動させる。それからＡにあるソ

フトを、同じＡにあるソフトウエアが、

どこかに送りつける、すなわち、押しや

るプッシュ型です。ダウンロードして手

元に持ってくるのと、どこかに送りつける。 

 もう１つは、ここにあります、プログラム自身が自分で自律的に移動していくという

場合があります。それから、これはちょっとタイプは違うかもしれませんけれども、侵

入型といいますか、ウイルスとは少し異なり、ハッカーとかクラッカーがプログラムを

送りつけてきて、何か悪いことをするという場合です。 

 

資源の種類 

 このスライドには、先ほど、ある場所に来て、そこにある資源を使おうという話をし

図８：移動の種類 

　■移動の種類
　　　◆ダウンロード型：

　　　　計算機Ａに在るソフトを、計算機Ｂにあるソフトが

　　　　Ａに移動させる。

　　　◆プッシュ型：

　　　　計算機Ａに在るソフトを、同じＡにある別のソフトが

　　　　別の計算機Ｂに移動させる。

　　　◆自立型

　　　◆侵入型
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ましたけれども、その資源が何かということが書いてあります。資源の１つとしては非

常に巨大なＣＰＵを持っている場合があり

ますし、すばらしいデータベースみたいな、

いわゆるデータコンテンツというのも資源

です。それからさっき天体望遠鏡の例を出

しましたけれども、その場所に特有に存在

している装置とかも資源の１つです。それ

から、ちょっと種類が違うかもしれません

が、情報のブローカーみたいなもの、これ

も非常に重要な資源であります。 

 いろいろ、例を用いての説明で話をしてきました。これはわかりやすいかわかりませ

んが、いま、どんな話が非常に盛んかといいますと、例えば 100 万個の、家庭用で世界

中に散らばっているＰＣで、使っていない、あるいは部分的に使っていない、あるいは、

ある時間帯は使っていない、そういうＰＣにプログラムを送りつけて、そこで実際、余

っているＣＰＵを使わせてもらう。こういう方式を提供する会社ができています。アメ

リカの会社ですけれども、自分のＰＣをこう

いう形で使わせてもいいよというのは、ちゃ

んとお互いに合意してやらなくてはいけま

せんから、メンバーの登録をして、自分のＰ

Ｃを賃貸し、あるいはボランティアで貸すと

いうような「使わせる」という方式が進んで

いる。これは後で出てきますが、非常に怖い

ことですけれども、そこでウイルスが入って

きたり、ウイルスのみならず変なプログラム

が入って、自分のデータを壊されたら困りますので、安全性がちゃんと保証されている

という仮定のもとに、自分のＰＣを賃貸しする。 

 いまこれは、例えばエイズのための薬、免疫系なんかをやれとか、非常に高度な処理

図９：「資源」の種類 

図10：分かり易い例 

　■「資源」の種類

　　　◆　CPUによる計算力

　　　◆　データコンテンツ

　　　◆　その場所特有の機器／装置

　　　◆　情報ブローカ

10

　■分かり易い例
　　　◆1,000,000,000個のアイドルなPCにプログラムを

　　　　送って計算・情報処理をしてもらう。

　　　◆検索プログラムがサイトを巡って情報を収集

　　　◆特殊天体望遠鏡のきめ細かい操作プログラムを

　　　　サーバに送って、そこで実行

　　　◆巡廻型ソフトウエアインストール・アップデート

　　　◆トロイの木馬

11
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をするためにということで、ボランティアとＰＣを貸す人々がたくさん募られています。 

 それから情報のいわゆるサーチエンジン、グー（goo）だの、ヤフー（Yahoo）だの、g

oogle だの、いろいろありますけれども、世の中のサイトを手元にかき集めてやっている

というのが現状の方式です。新しい方式では、サーチエンジンみたいなもの自身がネッ

トワーク上を動き回る。それで情報を探してくるというような、そういうことのテクノ

ロジーが進んでおります。 

 いま、いくつかわかりやすい例を言ってきたわけですけれども、応用ソフトウエアの

インストールをする、アップデートをするといった移動巡回型のソフトウエアを我々は

つくっていますので、それがどんなものかというのをお話ししたいと思います。それも

一つの例ですし、クラックするためのトロイの木馬的な、悪意のあるプログラムという

のも、移動するソフトウエアのわかりやすい例ではないかと思います。 

 

メタサーバ 

 

 時々、例えば計算機のソフトウエアの

話で、クライアント・サーバー・モデル

というのをお聞きになることがあると思

います。サーバーというのは要求を処理

をしてくれるコンピューター。そのコン

ピューターに、ちょっとだけ遠くからメ

ッセージを送って何かをしてもらう。こ

のメッセージを送る方がクライアントで

す。現在の方式ですと、サーバーの方に

大きなプログラムがあるソフトウエアがあって、クライアントの方は比較的小さなプロ

グラムです。サーバーが持っているインターフェースだけではお仕着せのインターフェ

ースしかなくて、十分なサービスが得られない。それを、ちょっと考え方を変えて、い

ままでのクライアントサーバー方式ではなくて――いままでのクライアントサーバー方

式では、サーバーの方に割と簡単なメッセージを送るということを何度も繰り返してき

図11：サーバにプログラムを移動して実行 

　■サーバにプログラムを移動して実行
メタサーバ

　　　◆サーバが持つインターフェースだけでは良

　　　　いサービスが得られないことがある。

　　　◆ネットワークが遅いとサーバを呼び出して

　　　　いると効率が悪いことがある。

　　・プログラム自体をServerに送信する。
12
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たということになりますけれども、このモバイルソフトウエアの話ですと、サーバーの

方にプログラムを送り込む。そういう意味では、サーバーは非常にジェネリックなもの、

あるいはメタ的なものになって、よりいろいろな機能が柔軟になるといったらいいでし

ょうか。 

 簡単な絵（図 12～15）を描いてきたの

ですけれども、割と細かい話になってし

まいますが、クライアントの方にあるプログ

ラムが遅いと、サーバーの方に移って仕事を

する。今度はサーバーの方にたくさんプログ

ラムが移ってくると、こっちも混んでくるの

で、またクライアントの方に戻してやるとい

うようなことを、かなり柔軟にやっていくと

いうことはやられるようになってくると

思うのです。 

 それから、クライアントサーバーという

と比較的近い距離を隔ててやているようで

すけれども、こういう話がグローバルに起こ

り得る。大きな地球規模のスケールで起こる

ということになります。 

 ここからが入っていない部分なのですけ

れども、同じような話を二度聞くのも何でし

ょうが、もうちょっと具体的な例でいう

と、先ほど言いましたように、今だと携

帯電話でゲームソフトがぱっと移動し

てくる。これも一つのモバイルソフトウエア

の例です。 

 それから、先ほど旅行の手配をしてくれる

ソフトウエアみたいなのも、実際に現地に行

図12：ストレージサーバを利用するプログラム（１） 

図13：ストレージサーバを利用するプログラム（２） 

図14：ストレージサーバを利用するプログラム（３） 

　■
　　　◆ストレージサーバを利用するプログラム

　　　　はそのプログラムの実行をサーバ側で

　　　　行ったほうがいい場合がある。

Program

　　　Network
Client 　　　が遅い

　　　Server

13

ＤＡＴＡ

　■
　　　◆ストレージサーバを利用するプログラム

　　　　はそのプログラムの実行をサーバ側で

　　　　行ったほうがいい場合がある。

Client

　　　Server

14

ＤＡＴＡ

　■
　　　◆しかし、大量のプログラムがServer側で実行

　　　　されると、ネットワークよりもＣＰＵリソース

　　　　のボトルネックの方が大きくなる。

Client CPUが遅い

　　　Server

15

ＤＡＴＡ
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って情報を収集してくるというようなことを、従来のものと違ってそれをやる。 

 

 

 

 

 

 

セキュリティー上の問題 

 ここで一番怖いのは、外から得体の知れないプログラムが、ソフトウエアが入ってく

るわけですから、それがどんな悪さをするかわからない。ここの対策をどのようにする

か。それから、これだけではなくて、逆に自分が送り込んだり、送りつけた、そういう

ソフトウエアが人のところに行って殺されてしまう、あるいは改編されて戻ってくるな

どという、これを悪意のあるホストといいますけれども、それに壊されてしまうという

ような危険もあります。ですから、セキュリティの問題をどのように解決するか、いろ

いろと研究が進んでいるところです。ご存じのように現実にあったお話ですが、誰かが

いたずらでゲームソフトと詐って、ｉモードでゲームだと思ってダウンロードしたら、

警察に電話してくれるプログラムになっていたと、そういうのが新聞に出ていたりしま

した。 

 

具体例・モバイルインストーラ 

 例えばネットスケープとか、あるいはワープロでもいいですけれども、どんどんバー

ジョンが上がってくる。それを一々自分でインストールなどをするのが全く苦手な人も

あれば、そうする時間も全くないような人もいる。そういう人を助けるために、ＬＡＮ

図15：ストレージサーバを利用するプログラム（４） 

　■
　　　◆そのとき、再度Client側へプログラムを移

　　　　動すると効率的に動作できる。

　CPUの処理

Client 　が負荷分散

　できる 　　　Server

16

ＤＡＴＡ
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内のＰＣに必要なソフトウエアを自動的にアップデートして、インストールしてくれる

とありがたいです。それを、ここでいう移動モバイルソフトウエアとして実現するお話

を少しさせていただきます。 

 ここでは、例えばワープロのソフトを入手すると、それをＬＡＮ上のＰＣを訪問しな

がらインストールしてくれるソフトウエア・システムの話です。それは、インストール

とかアップデートしたいソフトウエアのコンテナみたいなものですけれども、そのコン

テナ自身もソフトウエアなので、それがアプリケーションソフト（例えば、ワープロ、

ネットスケープ）を、ＬＡＮ上のＰＣまで、ネットワーク上を移動してインストールを

してくれて、それが終わると、また次のＰＣまで行ってインストールしてくれると。そ

れぞれ、このマシンは誰それの使っているＰＣだから、どんな方式でインストールしな

くてはいけないとか、あるいは現在、どのバージョンが使われているから、次はどのバ

ージョンをインストールするか自動的に決めてインストールしてくれる。そういうイン

ストールをするプログラムがネットワーク上を動き回る。いままではシステム管理者が、

一々それぞれのＰＣのところに行ってインストールをしていたのを、かわりにこのモバ

イルインストーラーというのがやってくれる、そういう話なのです。 

 これも、自分のマシンの中のソフトウエアが自動的にアップデートされてしまうとい

うことで、ひょっとして変なものが入れられてしまうかもしれないということがあるの

で、それのためのセキュリティが重要になってきますし、新しく入ってきたソフトウエ

アがライセンス上でほかに漏れたりしないように暗号化してやるとか、このモバイルイ

ンストーラーを扱っている人が本当に本人なのかということをチェックする、そういう

認証的な話などもすべて組み込んでおります。 

 これも一つの例です。大体こんなところで終わりたいと思うのですけれども、もっと

実際にどんな形で動くかというようなことは、この後に絵があるのですが、それには、

基本的にはいま申し上げたようなこととか、どういうプロセスで行われるかというのが

書いてあります。 

 

［質疑応答］ 

【公文委員長】 うろ覚えなんですけれども、たしかいま、アメリカで１つ法案が出て
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いて、この手の、売り切りではなくて、全部、ネットワークの上でアップデートするよ

うな形で商取引を行わせることを直接するのか、そんなような、それで非常に議論の的

になっているというニュースをみたばかりなんですが、逆にこの場合の問題点はどうい

う……ユーザーの側からすると、要するにお金をふんだくられる議論もある。 

【米澤委員】 いま、おっしゃっているソフトウエアというのが、こういう実際のプロ

グラムか、それとも音楽のとか…… 

【公文委員長】 プログラムです。 

【米澤委員】 相手がわからないからという認証性の問題をどのように解決しているの

でしょうか。ちょっと調べる必要があります。 

【公文委員長】 しかし、実際、売り切りをやめてしまって、買ったら全部、それが１

週間おきにアップグレードされていくと。１週間たったらいまのが使えなくなるという

ようにしてしまえば、ほとんど海賊版はつくれませんよね。 

【米澤委員】 ですから、あと何日間もつとか、あるいは何回使ったかとか、そういう

ことをうまく記憶しておくためのいろいろなテクニックがあります。しかし、そのよう

な方式が本当に市場で受け入れられるかどうかというのはまた別の問題なんです。でも、

技術的にはそれはいろいろ考えられています。 

【伊藤委員】 たしかマイクロソフトでも、次のＸＰのバージョンからすべてそうです。

ネット上でレジスターしないものは自動的に終わっちゃうというように、次のバージョ

ンのオフィスはできているし、それとマイクロソフトのドットネットの戦略と、それと

この間、Ｃ．バルマン（C. Borgman）もいっていましたけれども、とにかくＸＭＬはパ

ソコンの発明と同じぐらいインパクトがあると。ビル・ゲイツはマイクロソフトの会社

ごと、すべてＸＭＬにかけていると。そのＸＭＬは何かというと、これの土管なんです。

それで、ドットネットの戦略というのは、まさにプロダクツからサービス、このように

切りかえて、その認証機関も全部マイクロソフトが握ろうとして、全部マイクロソフト

ワールドにつくろうとしているのをいま、やっていると思うんです。 

 

モバイルコードと信用 

【伊藤委員】 そうですね。僕がすごく重要になってくると思うところは、こうやって
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くると、いまのアイキャンの話に近くなってくるんですけれども、どこに信用を置くか

ということなんです。信用しないモバイルコードは信用されていないネットワークには

入っていけないわけですので、１つおもしろいなと思うのは、2004 年か 2005 年ぐらい

でインターネットの半分以上が中国人になるんです。中国のユーザーが、アメリカのユ

ーザーも 2004～2005 年で超えてしまうわけなんです。そうすると、もううちのネット

ワークはマイクロソフトは入れないよとかいうこともできるわけなので、だからＷＴＯ

とかを中心に、こういうモバイルコードと認証のコンソーシアムが出てきて、それはメ

ンバーとかノンメンバーとか、そういうレベルになるのではないかと思いますけど。 

【米澤委員】 要するに普通の、ネット社会でない社会でも信用関係というものは当然

出てくるわけで、あるいはそれを技術的にどこまで押さえて――完全に押さえきれない

わけですから、それを社会的なところの面でどうやってまた規制していくかという、そ

ういう問題になってくると思いますけれども。 

【公文委員長】 それが嫌だと思ったら、ネットワークから自分でつくるしか仕方がな

くなるということですかね。例えばパソコンは旧型のパソコンしか持たないで、うんと

古いソフトしか使わない。それでネットワークにはつながない。つなぐと壊されてしま

うからね。 

【伊藤委員】 それかマック（Mac）を使うとかね。だから、例えばいま、リナックス

（Linux）上での世界というのも、結構そこがいろいろあるので、たぶんネットワークに

つないでいても、ハードが同じでも、ＯＳだとか、例えばＪａｖａを使うか使わないか

とか、いろいろな選択肢はあると思うんです。たぶん、コミュニティごとに自分に一番

特化したシステムを使って、そのシステムのゲートウエイというのができてくると思う

んです。だからカレンシーみたいなものになるんじゃないかと、私は思うんです。 

【米倉委員】 それはおもしろいですよね。ユーロ圏とかダラー圏と同じで、自分がこ

のネットワーク――ただそのときに、やっぱり心の底で１週間ごとにバージョンアップ

されては困るなというような、マイクロソフト型のが本当に支配するのか。結局、そん

なのはフリーソフトウエアで止められないわけです。ＭＰＣだのナップスだのと、そう

いうカンパニーが次々出てきて、もう勝手にやってくれと出したら、もう誰も止められ

ない世界ができてしまうんです。インフラが整備されて、ブロードバンドになってしま
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って……。そんなときに全く違うビジネスモデル、要するにそんなもので儲けようと思

わない世界が出てくるのか、あるいはそういう帝国の方がある意味でアナーキーだから

怖くて、いいこともあるけれども悪いこともいっぱいあると。だから、お金を払っても

クローズドな世界に住みたいとか、そんな住み分けになってくるんですかね。 

 

自由とインターネット 

【伊藤委員】 この間、インターネットのガバナンスの会議に、ロスで出てきたんです

が、ランドコーポレーションとか、最初のころにつくったおじさんたちがみんな出てい

るんだけれども、彼らが言っていてすごくおもしろいポイントがあったのは、最初、イ

ンターネットをつくったときのユーザーというのは、大体自由が欲しいから、アナーキ

ストですよね。でも、いまのユーザーとサービスを提供している業者というのは、特に

そこの部分はインターネットに魅力を感じていないので、全部ＡＴＭとサーキットで全

く自由がないネットワーク、ナップスターが存在しないネットワークに切りかえても、

たぶん 99％の人は損した気分にならないだろうと。だから、ある種の技術進化はインタ

ーネットによってできたけれども、例えば原子力と同じように、もう学者の世界からコ

マーシャルの世界、もしくは政府の世界に移ったので、このまま、ラジオももともとパ

ケット通信とかで、みんなで自由にやろうといったら、結局終わってしまったじゃない

ですか。だから、インターネットのラジオ化というのが、やはり彼らはすごく恐れてい

て、可能性はなくはないと思うんです。 

【米倉委員】 ただ、99％は困りもしないし、あまり考えないといいつつも、やっぱり

自由がもつパワーというのはあって、１％にコンタミネートされると、みんな何となく

うつってしまうというおもしろさがある。でもこれは戦いですよね、いかにマイクロソ

フトを倒すか。 

【公文委員長】 そっちの流れは本当に 20 世紀のマスメディア型に逆戻りするという話

でしょう。有料化して、１方向になってがちがちに締められて……。その限りではいい

と思う人もたくさんいるのかもしれないけれども、さて…… 

【米倉委員】 安全安心だし、電話代もかかっているのだから同じだと思うかもしれな

いしね。 
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【伊藤委員】 あまり自由でない中国に僕がすごく期待しているのは、マイクロソフト

を倒して得するのは中国なんです。アメリカは、やはり自分をたたくようになっている

ので、中国が例えばリナックスを本気でやって、このＯＳという部分はみんなにオープ

ンにしようと。しかも中国語を中心に考えようというようにやってしまえばおもしろい

んじゃないかと。アイキャンなんかどうでもいいと。中国を中心に、中国にはみんなＤ

ＮＳをうちが仕切るとか、そういうことをやり出すと、結構マイクロソフト戦略という

のはうまくいかないと思うんです。 

【公文委員長】 また東西陣営の対立に…… 

【米澤委員】  また冷戦の状況になりますね。 

【米倉委員】   中国は確かに一番損していますものね。でも、マイクロソフトだって、

最近使っているお金のほとんどはそういう途上国での海賊版対策で、もうイタチごっこ

でしょう。だから彼らはやはりネット支配に行くんです。 

 それで、ついでに話を聞くと、モバイル、結構日本は何とかだといっているんですけ

れども、そのたくさんの覇権争いの中で日本の位置というのはどんな感じなんですか。 

 

日本のモバイル 

【米澤委員】 冒頭にちょっといったんですけれども、日本のモバイルというと携帯、

ｉモード、その技術が進んでいるといわれていますが、それは狭い意味で進んでいるん

だと思うんです。もっと広いいろいろな技術があるわけで、ですからそのｉモードとい

うのはインターネットの使い方を非常に限定しているわけです。それに日本が勝ってい

ると思ってやっていると、ｉモードだけでがんばっていてもあまり誇れないのではない

でしょうか。 

【米倉委員】 実際にいうほどあまり強くないと。このＡＳＰで、もう本当に 500 ドル

パソコンって、一瞬笑って捨てられたけれども、また出てくる。要するにいまのモバイ

ルはそうなるわけでしょう。しょっちゅうつないで…… 

【米澤委員】 次世代の。 

【米倉委員】 全部もらってくるソフトからいって、その辺はあまり強くないというよ

うに考えていいんですか、日本は。 
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【米澤委員】 特に進んでいるというわけではないと思います。 

【伊藤委員】 おもしろい会社があるんです。小さいところ、例えばアプリックスとか

アックスとか、ああいうデバイスドライバーだとか、あとリナックスのカーネルを積む

とか、アメリカには当然あるんですけれども、あそこにかなりノウハウがある。 

 あと、唯一といってはいけないですけれども、トロンが、あれはかなりトロンをうま

く利用して、珍しく価値を生んだ政府のプログラムだったかなと思ったんです。 

【米倉委員】 アプリックスは結構頑張っているところです。でも、これは結構ストラ

テジックな分野だから、ｉモードなんかも大事だけれども、こういうところにもっと…

…。でも、あまり覇権争いに入ってもしようがないのかもしれないですけど。 

【公文委員長】 今日のお話は、人によっていろいろな使い道があると思うんですが、

しかし誰がどういう目的でまずそれを使い出すかによって、大変大きな社会的なインパ

クトが出てくるでしょう。 

 

なぜモバイルなのか 

【野村】 １つだけ、素人の質問をさせていただきますけれども、なぜモバイルかと。

通信量を減らすためであると言われていたんですが、普通のソフトのイメージだと、い

わゆるアプリケーション・プロバイダー・サービスというんですか、ＡＰＳ、あれで、

結局いままではデータだけ送っていたのが、プログラムも送られてくる。だから、むし

ろ通信回線上の交通量がふえるんだろうと、私は思っていたんですけれども…… 

【米澤委員】 そうではなくて、やはり大きなデータがどどっと行ったり来たりすると

いうことでしょう。 

【野村】 それを、例えば圧縮プログラムと一緒にくっつけて、そうすれば減るという

ことなんですか。 

【米澤委員】 そうですね。データとプログラムの普通の大きさというのは、何万倍の

違いがあったりしますので……。 

【伊藤委員】 単純にＸＭＬを分析すると、少しそういうところがありまして、例えば

ウェブページの表示をするスタイルシートを先に送って、変わるところだけのデータを

やりとりする方が全然軽いわけです。いま、例えばトランスマッシュという会社がある
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んですけれども、これはやはりモバイルにリナックスを動かして、彼ら、ＸＭＬのエン

ジンをサーバーに置いているんです。何をするかというと、ウェブページを引っ張って

くると、ＨＴＭＬを全部捨てて、ＸＭＬの圧縮したバージョンになって、そのＸＭＬを

ＪＡＶＡのアプリケーションに投げて、そのＪＡＶＡのアプリケーションがそのＸＭＬ

をまた表示してしまうんです。ただ、今度はローカルで全部、フォントだとか色とか全

部入っているので、そうするとものすごい、ナノバンドでできてしまう。これもすごく

シンプルなバージョンなんですけれども、とにかく余計なものは全部捨ててローカルに

やってしまうと。 

 

――了―― 

 


